
これから障害者雇用に取り組む企業に対しメッセージをお願いします。

「障害者雇用は困難」という先入観を払拭することが大事だと思います。
当社の場合、長く貢献してくれた社員が視覚障害になった時、「辞めて欲

しくない、なんとか残って欲しい」という思いで障害者雇用が始まったため
「無理だ」という思いを克服した経緯があります。「無理」とあきらめず出
来る仕事を作り出す事が大事です。

株式会社 中筋組

株式会社中筋組 社屋

障害者雇用にあたり意識していることや工夫していることについて教えてください。

視覚障害の社員には、音声ガイドや文字を拡大
するソフトの購入等、仕事が出来る環境を整えま
した。
清掃業務を担当する女性社員は、事前に職場実

習を繰り返し、本人の能力や体力面などを考慮し、
勤務時間や清掃範囲を決めました。一週間の作業
予定表を作成し、計画的に業務ができる工夫をし
ています。

就労中の障害者（事務職）

障害者雇用のきっかけについて教えてください。

中筋社長

現場監督業務に従事していた社員が視神経の疾病
により重度の視覚障害者となった際、なんとかして
雇い続けることができるよう、その社員の障害特性
に応じた業務をつくり出したことがきっかけです。

・所在地
出雲市姫原町262番地

・労働者の人数（うち障害者の人数）
112名（3名）

・事業内容、特長・強み
総合建設業（土木・建築・港湾・上下水道）
として、永年にわたり地域社会への貢献を
続けている企業です。

・大切にしていること
「はい・ありがとう・すみません」＝「素直
・感謝・反省」。そんな心を持てる人づくり
を進めています。


